
 

基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

施策目標 （1） 母と子の健康づくり支援

基本施策分野 ① 母子の健やかな心と身体の育成支援

事業名称 担当課 事業年度 １8年度実績 １７年度実績

こども福祉 Ｈ17～21
母子健康手帳発行数　５８２人　妊娠１１週までの早期交付　５０４人
８６．６％　　　　目標達成

母子健康手帳発行数　５６７人　　　妊娠１１週までの早期交付　４５４人　８
０．１％　　目標：　１１週までの早期交付　８０％

こども福祉 Ｈ17～21 延べ　９６８件の助成を行った。 延べ　９９６件の助成を行った。

こども福祉 Ｈ17～21 実人員７１人（延べ７３件） 実人員　４８人（延べ５４件）

こども福祉 Ｈ17～21 実人員　１２人（延べ６６件） 実人員　１７人（延べ９０件）

こども福祉 Ｈ17～21 実人員　１０６人　（延べ１５９人）　１５．６％　　妊娠届出数　５８２人 実人員　７５人　（延べ１７０人）　１３．２％　　妊娠届出数　５６７人

こども福祉 Ｈ17～21 実人員　４１組（夫婦）　　１５．４％　　初妊婦届出数　２６７組 実人員　５２組（夫婦）　　１８．２％　　初妊婦届出数　２８５組

こども福祉 Ｈ17～21 実人員５人（延べ派遣時間１１０．５時間） 　実績無し

こども福祉 Ｈ17～21
受診率　９７．１％　　受診者　５７３人　対象者　５９０人
目標：　受診率１００％　未受診者の全数訪問

受診率　９９．０％　　受診者　５８０人　対象者　５８６人
目標：　受診率１００％　未受診者の全数訪問

こども福祉 Ｈ17～21
受診率　９３．８％　　受診者　５７４人　対象者　６１２人
目標：　受診率　９５％

受診率　９３．２％　　受診者　５７２人　対象者　６１４人
目標：　受診率　９５％

こども福祉 Ｈ17～21
受診率　８5．7％　　受診者　５67人　対象者　662人
目標：　受診率９０％以上

受診率　８３．８％　　受診者　５３２人　対象者　６３５人
目標：　受診率９０％以上

こども福祉 Ｈ17～21 来所率　９２．５％　　来所者　５４３人　対象者　５８７人 来所率　９０．７％　　来所者　５４９人　対象者　６０５人

こども福祉 Ｈ17～21 来所率　８３．６％　　来所者　５１９人　対象者　６２１人 来所率　８６．２％　　来所者　５４４人　対象者　６３１人

◎　展開する事業群(1-1-1)◎　展開する事業群(1-1-1)◎　展開する事業群(1-1-1)◎　展開する事業群(1-1-1)

○母子栄養強化事業

○パパママセミナー（マタニティセミナー）

○母子健康手帳の交付（☆）

○妊婦健康診査（妊婦健診費助成）

妊婦・周産期の母子
保健事業の推進

事業内容（細事業）

○不妊治療費助成事業

○子育て講座プラスワンセミナー

○１０か月児発達相談

○3歳６か月児健康診査（☆）

○1歳６か月児健康診査（☆）

○３か月児健康診査（☆）

○産後ホームヘルパー派遣事業

○２歳児発達相談

乳幼児期の健診事業
の推進



こども福祉 Ｈ17～21 参加者　１００５人　（乳幼児９８４人　妊婦２１人） 参加者　８５２人　（乳幼児８４１人　妊婦１１人）

こども福祉 Ｈ17～21 発達相談　延べ　１０７人 発達相談　延べ　８７人

こども福祉 Ｈ17～21 ２43人 ２６０人

こども福祉 Ｈ17～21
訪問　９９．２％ 　 ２６１人  　　第１子２６３人
目標：　第１子を全数訪問

訪問　９５．６％ 　 ２５８人  　　第１子２７０人
目標：　第１子を全数訪問

こども福祉 Ｈ17～21 延べ７２人 延べ４１４人

こども福祉 Ｈ17～21 延べ６８人 延べ５９人

健康介護課 Ｈ18～21 受診者：２５１人、受診率：２６．０％（対象者数：９６７人） 平成１８年度から実施予定

こども福祉 Ｈ18～21 未実施（検討中） 平成１８年度から実施予定

こども福祉 Ｈ17～21 配付数　７７８冊 配付数　１，１２０冊

こども福祉 Ｈ17～21 母子健診システム、予防接種システムとも平成１９年度改正予定 母子健診システム、予防接種システムとも平成１９年度改正予定

健康介護課 Ｈ17～21
（感染症発生動向調査　京都府週報）により、週ごとの感染症情報を
収集

（感染症発生動向調査　京都府週報）により、週ごとの感染症情報を収集

こども福祉 Ｈ17～21

ポリオ　９４．８％、MRⅠ期８８．８％、MRⅡ期６６．９％
三種混合１０４．３％、二種混合(Ⅱ期)８５．３％
日本脳炎０．２％      高齢者インフルエンザ予防接種事業：接種率４
９．０％（対象者数：１０，３７６人）

ポリオ　７５．７％、麻しん　１０３．１％、風しん　１４８．８％、三種混合　１０
３．５％　　　二種混合(Ⅱ期）　６７．７％、日本脳炎　１６．８％　　・健康介護
課は、高齢者インフルエンザ予防接種事業を実施。接種率５１．１％　　対
象者数（　９，２５９人　）　　　　　　　　　　　　目標：麻しんの早期接種率８
０％、風しんの接種率８０％

こども福祉 Ｈ17～21
ＢＣＧ予防接種率　９３．２％　＊ＢＣＧ予防接種が３ヶ月児健診と同日
実施となる。健康介護課は、６５歳以上を対象としている。実施数
目標：　乳児のＢＣＧ予防接種率９５％

ＢＣＧ予防接種率　１０３．６％　＊ＢＣＧ予防接種が３ヶ月児健診と同日実
施となる。健康介護課は、６５歳以上を対象としている。
目標：　乳児のＢＣＧ予防接種率９５％

○妊産婦訪問･新生児訪問
　①保健師による訪問（☆）
　②育児支援助産師家庭訪問（★）

○乳幼児訪問

○障害のある児の訪問

○子育て期の健康診査（貧血・高脂血症等）（★）

○妊婦歯科検診（★）

○結核予防事業（☆）

○予防接種事業（☆）

○感染症サーベーランス事業

○母子健康管理システムの充実

○「健康手帳」の配布

○転入時アンケート

○発達相談
　①発達相談（来所）（☆）
　②育児支援家庭訪問発達相談（★）

○妊婦･乳幼児相談・赤ちゃんサロン乳幼児期の相談事業
の推進

乳幼児期の訪問指導
の推進

成人期～更年期の健
康づくりの推進

健康情報システムの
充実

健康管理システムの
充実



健康介護課 Ｈ17～21
新型インフルエンザ対策研修会に出席。動物由来感染症啓発ポス
ターを庁内に掲示。ノロウイルスに関するQ＆Ａをときわ苑等に配付。
ＨＩＶ検査週間及びエイズ月間啓発ポスターを庁内に掲示。

（新型インフルエンザ、ノロウイルス等）に関する研修会、連絡会議等に出
席。　（新型インフルエンザ）に関する予防啓発を市のホームページに掲
載。　　（エイズ月間、ミドリガメ等は虫類を原因とするサルモネラ症発生事
例に係る注意喚起）に関するパンフレットを窓口に設置。　　（ハンセン病療
養所入所者等に関する補償金支給制度）周知のため市広報誌掲載。
（エイズ）に関する予防啓発パンフレットを成人式で配付　６００部

母子保健事業の拠点
整備

こども福祉健康
介護課

Ｈ17～21
１６年度末の保健センター増築以降、乳幼児から高齢者を対象とした
各種保健事業の同日及び拡大実施をしている。

１６年度末に保健センターの増築を行い、乳幼児から高齢者を対象とした
各種保健事業及び検診相談事業の同日実施や拡大実施をすることが出
来た。

母子保健事業推進体
制の整備

こども福祉 Ｈ17～21 平成１８年度のみ未実施 研修会　１回実施（養護教員を講師に研修会）

こども福祉 Ｈ17～21 （再掲1-（3）-②） （再掲1-（3）-②）

こども福祉 Ｈ17～21 （再掲1-（3）-①） （再掲1-（3）-①）

子育てセミナーの開
催

こども福祉 Ｈ17～21 （再掲1-（2）-①） （再掲1-（2）-①）

◎　周産期医療

管理して母と子の健康を守る医療をいう。

○一時保育事業の実施
（再掲1-（3）-②）

○ファミリー・サポート・センター事業の推進
（再掲1-（3）-①）

○妊娠期子育てセミナーの開催
（再掲1-（2）-①）

妊娠後期から新生児早期までの期間、母胎・胎児・新生児を総合的に

○母子保健連絡会の開催

○保健センター運営の充実

○感染症予防対策事業

リフレッシュのための
事業促進



基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

施策目標 （1） 母と子の健康づくり支援

基本施策分野 ②
保育所、幼稚園、小・中学校における健や
かな身体の育成支援

事業名称 担当課 事業年度 １8年度実績 １７年度実績

こども福祉 Ｈ17～21
・内科、歯科検診　各２回／年
・尿、ぎょう虫卵検査　各１回／年
・視力検査　１回／年

・内科、歯科検診　各２回／年
・尿、ぎょう虫卵検査　各１回／年
・視力検査　１回／年

こども福祉 Ｈ17～21 職員の検便：月１回全職員 職員の検便：月１回全職員

こども福祉 Ｈ17～21
歯みがき教室　４回／年
保健研修　４回／年

歯みがき教室　３回／年
保健研修　３回／年

学校教育 Ｈ17～21
定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科検診及び尿・ぎょう虫卵検
査）を１回実施。歯みがき指導を各園で実施。

定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科及び尿・ぎょう虫卵検査）を１回
実施。　　歯磨き指導を各園で行った。

学校教育 Ｈ17～21
市内２園の私立幼稚園に対して、内科検診及び歯科検診を実施した
補助として１名１種につき１，０００円の補助を行った。

私立幼稚園２園に対して、内科健診及び歯科健診を実施した補助として１
名１種について１，０００円の補助を行った。

学校教育 Ｈ17～21
定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科、結核、心臓検診及び尿・
ぎょう虫卵検査）を１回実施。

定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科及び尿・ぎょう虫卵検査）を１回
実施。　　歯磨き指導を各園で行った。

学校教育 Ｈ17～21
各学校で学習指導要領に沿い指導計画に基づいて指導した。
エイズ年１回、性教育年３～４回　　小学５、６年から中学３年までの授
業で実施　　年１回以上

各学校で学習指導要領に沿い指導計画に基づき指導を行った。エイズ指
導１回、性教育３～４回。喫煙・薬物乱用の防止等、健康に関することにつ
いては、小学５・６年～中学３年までの授業で１回以上行った。

こども福祉 Ｈ17～21
保護者の参加率　１２．４％　　　骨粗しょう症を知る児童の割合　７
５％                   目標：保護者参加率50％、児童の骨粗しょう症を知
る割合95％

保護者の参加率　２５％　　　骨粗しょう症を知る児童の割合　７０．８％
目標：保護者参加率50％、児童の骨粗しょう症を知る割合95％

健康介護 Ｈ17～21
普賢寺小学校　２学年（５．６年）３２名
　　　　　　　　　　　　　　保護者　３名
　　　　　　　　　　　　　　計　　　３５名

薪小学校　２クラス（６年）　６１名　、普賢寺小学校　２学年（５年・６年）　２９
名　保護者１０名　延べ１００名　　　　目標：　年２校

学童期の健康づくり
訪問指導の推進

○小児生活習慣病予防事業「親子骨貯金教室」
（☆）

○「未来君」の食生活支援事業（６年生に調理実
習）（☆）

幼稚園における児童
の健康づくり

○市立幼稚園健康管理事業
　・定期健康診断の実施
　・歯みがき指導

○私立幼稚園健康診断事業（市内私立幼稚園へ
の補助）

小中学校における児
童生徒の健康づくり

○小中学校健康管理事業（定期健康診断の実施）

○健康教育の推進
　・エイズに関する指導を含む性教育の推進
　・喫煙、薬物乱用の防止等、健康に関する課題
　　への対応

◎　展開する事業群(1-1-2)◎　展開する事業群(1-1-2)◎　展開する事業群(1-1-2)◎　展開する事業群(1-1-2)

事業内容（細事業）

保育所における児童
の健康づくり

○保育所における検診等の実施
　・内科、歯科検診
　・尿・ぎょう虫検査
　・視力測定

○食中毒等予防の推進（職員の検便、フードスタン
プ）

○歯みがき教室等の保健指導の実施
　・歯科衛生士による歯みがき教室
　・保育所職員に対する保健研修



基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

施策目標 （1） 母と子の健康づくり支援

基本施策分野 ③ 食育の推進

事業名称 担当課 事業年度 １8年度実績 １７年度実績

こども福祉 Ｈ17～21 （再掲1-（1）-①） 参加者延べ４８人 （再掲1-（1）-①） 参加者延べ４５人

こども福祉 Ｈ17～21 前期　５７３人　　後期　５４３人 前期　５８０人　　後期　５４９人

こども福祉 Ｈ17～21 実施数　５７４人 実施数　５７２人

こども福祉 Ｈ17～21 ２園　　８７組 ２園　　６３組

こども福祉 Ｈ17～21 （再掲1-（1）-②） （再掲1-（1）-②）

健康介護課 Ｈ17～21 （再掲1-（1）-②） （再掲1-（1）-②）

健康介護課 Ｈ17～21
申込者　２８人　参加者　全５回　延べ　１２７人　年齢　４８歳から８０歳
（平均６１．９歳）

申込者　２２人　参加者　全５回　延べ　８６人　年齢　３１歳から７１歳（平均
６０歳）

こども福祉 Ｈ17～21
行事食の実施・展示食の実施・給食だよりの発行・食と生活リズムのア
ンケート実施・食育媒体の作成

行事食の実施   展示食の実施   食と生活リズムのアンケート   給食だより
の発行

学校教育 Ｈ17～21
学校栄養職員３名による食に関する指導を各小学校巡回して行っ
た。各小学校２回／年　担任より教科、特別指導、給食時において常
時指導を行った。

学校栄養職員２名による食に関する指導を各小学校を巡回して行った。年
間２回。担任より教科、特別活動、給食時において常時指導を行った。

◎　食育 食に関する教育をさすが、単に望ましい食習慣のための知識を身に

つけるだけでなく、食卓での一家団らんを通じて社会性を育んだり、

わが国の食文化を理解したりすることも含む幅広い教育を含む。

事業内容（細事業）

○男性週末クッキング教室

○「未来君」の食生活支援事業
（再掲1-（1）-②）

○親子骨貯金教室
（再掲1-（1）-②）

○お弁当教室

○パパママセミナー(栄養・調理編）
（再掲1-（1）-①）

○離乳食教室（前期･後期）

○幼児食の指導相談

保育所、学校におけ
る食育の充実

○保育所給食等における食育の指導の充実

○学校給食等における食育の指導の充実

栄養改善教育事業

◎　展開する事業群(1-1-3)◎　展開する事業群(1-1-3)◎　展開する事業群(1-1-3)◎　展開する事業群(1-1-3)



基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

施策目標 （1） 母と子の健康づくり支援

基本施策分野 ④ 思春期からの健康づくり支援

事業名称 担当課 事業年度 １8年度実績 １７年度実績

こども福祉 Ｈ17～21 平成１８年度のみ未実施 養護教員を講師に招き研修会及びグループワークを行った。１回

健康介護 Ｈ17～21 エイズに関する予防啓発パンフレットを成人式で配付６００部 エイズに関する予防啓発パンフレットを成人式で配付。　６００部

思春期子育てセミ
ナーの開催

社会教育 Ｈ17～21
（再掲1-（2）-①） 実施日：９月８日
場所：中央公民館
参加人数：４６名

（再掲1-（2）-①）  ３回実施　参加者数　６４人

小中学校における児
童生徒の健康づくり

学校教育 Ｈ17～21
（再掲1-（1）-②）各学校で学習指導要領に沿い指導計画に基づいて
指導した。エイズ年１回、性教育年３～４回　小学５，６年から中学３年
までの授業で実施　　年１回以上

（再掲1-（1）-②）各学校で学習指導要領に沿い指導計画に基づき指導を
行った。エイズ指導１回、性教育３～４回。喫煙・薬物乱用の防止等、健康
に関することについては、小学５・６年～中学３年までの授業で１回以上
行った。

◎　展開する事業群(1-1-4)◎　展開する事業群(1-1-4)◎　展開する事業群(1-1-4)◎　展開する事業群(1-1-4)

○健康教育の推進
　・エイズに関する指導を含む性教育の推進
　・喫煙、薬物乱用の防止等、健康に関する課題
　　への対応
（再掲1-（1）-②）

事業内容（細事業）

思春期～青年期の健
康づくりの支援

○思春期子育てセミナー
（再掲1-（2）-①）

○思春期保健学習会（★）

○性に関する啓発事業（エイズパンフレット配布）



基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

施策目標 （1） 母と子の健康づくり支援

基本施策分野 ⑤ 医療体制等の充実

事業名称 担当課 事業年度 １8年度実績 １７年度実績

乳幼児医療費助成 こども福祉 Ｈ17～21 （再掲2-（1）-⑦） （再掲2-（1）-⑦）

健康介護 Ｈ17～21
年間７０日開設　受診者数　８７６人　6歳以下４２０人　７歳～１５歳以
下１１４人　１６歳以上　３４２人　1日平均受診者数１２人

年間６９日開設　受診者数　８４３人　６歳以下　４２１人、７歳～１５歳　１１５
人、１６歳以上　３０７人　、１日平均受診者　約１２人

健康介護 Ｈ17～21

病院群輪番制の利用　０人、八幡市休日応急診療所の利用　１３人
・府事業として、平成１７年１月より、小児救急電話相談事業、平成１７
年１０月より、小児救急医療体制（山城北保健所管内は、宇治徳洲会
病院・第二岡本病院・田辺中央病院）で輪番体制がとられた。その他
府の救急医療情報システムの活用をしていく。

病院群輪番制の利用　１人、八幡市休日応急診療所の利用　１０人　・府
事業として、平成１７年１月より、小児救急電話相談事業、平成１７年１０月
より、小児救急医療体制（山城北保健所管内は、宇治徳洲会病院・第二岡
本病院・田辺中央病院）で輪番体制がとられた。その他　府の救急医療情
報システムの活用をしていく。

関係機関との連携強
化

健康介護 Ｈ17～21

京都府保健医療計画については、５年ごとの見直しがされており、次
回は平成１９年度の予定。　休日・夜間・二次医療の整備を京都府が
計画していくことを課題とし、市としては、近隣市町村と協力し効果的
な体制づくりを府と共同実施していく。

京都府保健医療計画については、５年ごとの見直しがされており、次回は
平成１９年度の予定。　休日・夜間・二次医療の整備を京都府が計画して
いくことを課題とし、市としては、近隣市町村と協力し効果的な体制づくりを
府と共同実施していく。

○就学前児童の医療費に係る一部負担金を助成
（再掲2-（1）-⑦）

事業内容（細事業）

○関係機関との連携強化
（京都府保健医療計画における医療体制等の充実
要請等）

○休日応急診療所事業の推進

○地域医療体制の充実
（病院群輪番制・八幡市休日応急診療所）

医療体制の整備・充
実

◎　展開する事業群(1-1-5)◎　展開する事業群(1-1-5)◎　展開する事業群(1-1-5)◎　展開する事業群(1-1-5)


